
・栽培には水源の確保が必要だが、水田
跡地での栽培は不向き。

・高温に弱いため、比較的冷涼な地域での
栽培が適している。

・日焼け防止等のための袋掛け栽培が必
要。

・百貨店でのギフト販売が中心。

・販促面では見た目の高級感の他、栄養
機能を強調。
・輸出先では見た目（大きさ）を重視。

・一定の品質基準を満たす県ブランド「さぬ
き讃フルーツ」として推奨。

【果樹】キウイフルーツ「さぬきゴールド」栽培の取組（ＪＡ香川県） 【香川県】

さぬきゴールドに着目したポイント

「さぬきゴールド｣は、ビタミン
Ｃが一般品種の約３倍、ビタミ
ンＥは１日の必要量の約半分
の含有量。

・「さぬきゴールド」は香川県農業試験場で育成され
た品種で、県内産地は４カ所あり、それぞれに生産
部会がある。現在の栽培面積は約９ha。主な産地
は善通寺市、高松市、三豊市。

・消費者の健康志向を踏まえ、全国に先駆けて、平
成27年10月から「栄養機能食品」として販売を開始。

取組産地の概要

【地域の連携状況】

・ＪＡ香川県が地域性を考
慮しながら生産部会ごとに
収穫する果実の規格や収
穫量を指導している。

・果実は収穫後追熟が必要
であり、その追熟作業はＪＡ
香川県が行っている。

・病害虫等の情報は、行
政・普及センターが提供し
ている。
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・水源の確保や授粉作業、袋掛け作業が
あるため栽培面積は微増。
・定額販売による、農家収入の安定確保。
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【実績】
・栽培面積 約９ha
（平成28年）
・販売価格は、９Ｌサイ
ズは１個２千円。５Ｌが
６個入った化粧箱では
一箱６千円。

・さぬきゴールドの生
産拡大に伴い、他の
キウイフルーツも売り
上げアップ。

【今後の展望】

・生産農家の拡大と追
熟技術の向上により、
需要に応じた生産を目
指す。
・32年に栽培面積を
10haまで拡大。

さぬきゴールド（香川県HPより）


